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グ=Z新珀貌沿顔空民学 ットワークを続威

2月 10日、橋本の結成記念集会に300人超の人たちが参加
2月 10日 、神奈川県橋本で、リニア新幹線沿線住民ネットワー

ク結成集会が開かれました。橋本は、品川を出発したリニアが停

まる 1番目の駅です。住民の関心が高く、300人を超える人たちが

詰めかけ、広瀬隆さんの話に耳を傾けました。

沿線からは、飯田市、大鹿村、甲府、川崎、東京から参加。大

鹿村からは活断層や断層破砕帯が多い南アルプスの山腹にトンネ

ルを掘るなんて、前代未開。自然破壊だけでなく、事故の危険が

高いと訴えがありました。またリニア誘致が盛んに行われたと報

道されている飯田市ですが、飯田高校でアンケー トをとつたとこ

ろ、賛成が1/3、 反対が2/3だつたと報告されました。

最後に、リニア中央新幹線の工事の凍結をJR東海と国交省に求めていくことを決議しました。

2月 15日、参議院院内集会でリニアの問題を訴える
2月 15日 、参議院の議員会館で、「公共事業のあり方」について五十嵐敬喜さん (法政大学教授)の話を

聞いて議論する院内集会がもたれました。リニア新幹線沿線住民ネットワークからも参加し、リニア中央新

幹線の問題点を話しました。

今年の秋には環境影響評価書が出されます
JR東海は、官前区の潮見台、大蔵周辺の地質調査や大気質調査、動植物調査に加えて、水沢の森で湧水

調査を行いました。今年の秋にはこれらの調査をまとめ、リニア新幹線の工事が住民の生活や自然にどのよ

うな影響を与えるか、それについての対策をどうするかを記した環境影響調査書を国や県、市に提出します。

ここで初めてルー トが明らかになります。

建設計画はすでに国土交通大臣の認可を受けて

いますので、後は工事の認可のみとなります。こ

れを形だけの手続きにせず、住民が被害をこうむ

ることはお断りと声をあげていきたいです。

朝日新聞『声』欄に住民の意見載る12013.1.1つ
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リニアつて何? 集まりでそんな声がでたら、

呼んでくださし、 紙芝居を持つてお話にいきます。



リニア編幹鶴こは・・・・

■事業主体=JR東海旅審鉄道株式会社
■工事期間=2014年～2027年

. ■延長区間=東京・名古屋蘭286キロ(東京・神泰川・山梨・長野,岐阜・愛知)

■中間駅 =相棋原市、甲府市、飯田市、中津川市周辺
■総工費 =5兆4千億円※

.■走行方式=超伝導磁気浮上方式(リニアモ■ターをマイナス269度まで冷やしt

そこに電流を流して超伝導状態にし、側壁の磁石との間に生じる強い磁気により
車体を浮上させ走行。最高時郎 05キロ)

※2027年以降2045年までに大阪まで延伸する計回で、東京・大阪間の
総事業費は9兆300t円となる

リニア朧 勝・・採算とれない、経済効果 無ヽい、駅整備で地元負担
少子高齢イヒで人□減、新幹線利用客も頭打ち、リエア利用客だけが増える見通しは甘い。
建設促進派は中間駅に1時間で5本停まると地元に経済効果大と言うが、停まっても1本。
中間駅関連施設、道路など関連整備で地元は巨額の負担を強いられる。

[′

=7-け ・・電磁波を出す、電気をムダ使い、安全対策も二の次

リエア実験It9車内の電磁波レベルは公表されていない。乗客・沿線住民の健康被害の怖れ。
新幹線の3～ 4倍の電力を消費、運行本数が増えれば原発の再稼勲による電力を利用か。
「万全の安全対策とる」と説明するが、具体的な事故対策は後回し。

リニア輛幹諄措・・南アルプスの自然を破壊、都市でも トンネルエ事の影響大

山梨から長野へ南アルプスに大トンネル。日本最大の自然に対する日本最大の破壊行為.

悪法「大深度法」で、都市部の住民は、家の真下を通つても権利ゼロ。さらに5～ 10km
おきにつ<られる巨大な「立坑」工事で大迷惑.

I′ ニア新幹線惨・・活断層が動いたらトンネルは大丈夫?

東京・ 名古屋間の8割が トンネル。その間、多<の活断層が存在。「地下は地震に強いJは神話。
揺れには多少強いかも。でも地層がずれる断層地震の経験は未知。危険なリエアをつ<るより、
東南海地震の被害が心配な東海道新幹線の総点検と大規模改修が先ではないのか。

リニア新幹線沿線住民ネットワーク

東京から名古屋まで、りニア新幹線計画に不安と疑F・8を持つ計画沿線住民グループを中心に、
2012年 10月、結成に含意しました。お互いに、経験を交流し、問題の多いリエア計画の凍
結・再検証を政府に求めて、署名活動を始めました。

現在の参加団体は、りニア・ 市民ネット、リエア新幹線を者える東京・ 神奈川連絡会、リエア
新幹線を考える相模原連絡会、みどり出梨、飯田リエアを者える会、NO!リ エア連絡会 (長野
県大鹿村)、 東濃リエアを考える会など。


